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防 災

台風が自分の西側を通つたら危険
台風の右側で中心から50～100km位のところが、一番風が強い。

i台励・北へ　！

！勘齢の風の！

l　　　　　l
i分布は右図の　　i

iとおりです一ナ〔

風
が
弱
く

な

る

南
寄
り
の
凧
ぺ
が
逮
い

風向の変わリ方で台風予報

台風が東側を通ると
きは風向が時計の針
と反対回りに変わる

台風の中心が通る
らず風が強くなり

が弱くなり、通過と同時に風向が反対に
なって強い風が吹き返すので注意

雷を避けるためには
◎　屋外は屋内よりも危険。やむを得ないときはなるべく姿勢を低

　くして、ほら穴や、くぼんだところを見つけて避難すること。

◎　スキ、カマなどの金物を持たないこと。コーモリ傘をさしたり

　自転車にのることなども危険。

◎　家の中では、壁、柱などの近くや、電灯の一ドはさけてなるべく

　室の中央に低い姿勢でいること。

◎　電灯は引込口でスイツチを切つておくこと。台所、浴場などの

　しめっている所には入らないこと。

◎　特に入浴や水泳は絶対しないこと。

風速が15・’／sをこすと被害がでる

25・〃／sをこすと被害が急に増す

35・・／s以上になると被害甚大

風が物を押す力、すなわち風圧は風速の2乗に比例するので、風

速が2倍、5倍となると風の力は4倍、9倍と飛躍的に大きく

なり大きな被害が起こる。

心 得

中心の気圧が低いほど

暴風半径が小さくても中心の気圧が低いと風は強い。

台風の規模
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最　大　風　速
（メートル／秒）

　65以上

　50～65

　30～50

　17～30

局地的な強風や風の息に注意

一
般的には30〃’程度の風でも、山とか川などの地形の影響で、局

驚㌶：ll蕊二；㌶美：ご1ト：蕊欝；鶯

の1．5倍位の突風が吹く。

沿岸では高潮に注意
高潮は台風の中心気圧が低いほど、また進行速度が早いほど、ま

た満潮の日時に近いほど、また風向が海岸に直角に近いほど警戒

しなければならない（、

1．台風情報や大雨情報が出たら、海や山への旅行は早目に中止す

2‡論給、防災㈱。着手．窓、雨戸渥根、へい●

　板の補強、停電、断水に備える。

5．避難信号が出たら、すぐ立ちのくこと。火元に用心。屋外では

　かわらや木が飛んでくる。切れた電線に近ずくな。

4警報が出たら、避難の準備をすること。食糧その他の携行品は

　最少限に。堤防、水面の監視。

5．風雨が弱まつたり、水位が下がつても警報が解除されるまでは

　油断禁物。

　　　　　風　　圧風　　速
（m／S）　（Kg／ML’）
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被 害 内

取りつけの悪い看板がとぶ
小型船注意
風に向つて歩けない
看板がとぶ。弱い塀が倒処る

容

屋根がわらがとび、半壊家屋急増
樹木が折れる
雨戸がはずれる
電柱、煙突が倒れる

全壊家屋急増

1大酬舶てんぶく

惨醐れる


